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社会連携・知的財産センターのパンフレットにもありますように、これからの大学とい

うものは単に研究や教育だけではなく地域貢献が大事であるというのが、いわゆる新生の

大学のモットーでもあります。そのために地域と香川大学を繋ぐ産学官連携活動を通じて

社会貢献に努めています。その中心になっている窓口が、われわれの社会連携・知的財産

センターです。それを進めていくために 2年前に地共センターと知的財産本部が一緒にな

って新たにセンターが発足しました。 

それを円滑にする目的とするものとして今回紹介したかったのは「ACT」という、パンフ

レットにも少し紹介がありますが、香川大学のような蛸足大学では学内のネットワークが

難しいところがありますので、学内のネットワークを作ることにより、コミュニケーショ

ンを広げ新しいイノベーションを創って進めていきたいと思っています。今後、われわれ

社会連携・知的財産センターを中心に香川大学はこれまでにも増して地域連携を進めてい

きたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 





社会連携・知的財産センターの組織図

教育学部

法学部

経済学部

医学部

工学部

農学部

地域マネジメント研究科

連合・法務研究科

学長

産学官連携推進機構
機構長【副学長（国際・連携担当）】

機構会議

社会連携・知的財産センター長

(社会連携担当） （知的財産担当）

◆産学官連携の推進 ◆知的財産の創出・取得
◆企業等との技術相談・窓口 ◆知的財産の管理・活用
◆共同研究・受託研究支援 ◆知的財産の知財研修・啓発

学術部長【1名】
学術室研究協力グループ≪事務組織≫
○専任教員【3名】 ○事務補佐員【3名】

○補助スタッフ【1名】

客員教員（非常勤）

○産学官連携コーディネーター【4名】 ○知的財産コーディネーター【1名】
○ベンチャー企業アドバイザー 【1名】 ○知的財産アドバイザー【1名】

学外専門家（非常勤）

○産学官連携コーディネーター【5名】 ○知的財産アドバイザー【2名】
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連携

社会連携・知的財産センター



社会連携・知的財産センターの位置（広域）



社会連携・知的財産センターの位置（工学部内）



顧客へのワンストップサービスの励行

顧客とのウィン・ウィンの関係の創造

サービスイノベーションの持続的展開



香川大学の諸活動の情報を各組織のみで保有するに留めず、学内
の情報として共有化し、活用すること。そして学外の要望を学内の諸
活動に反映することが望まれます。

地域連携活動の情報共有化

地域ニーズ

各学部

各センター プロジェクト



学内連携ネットコミュニティ

情報の一斉送信に

キャンパス間での
打ち合わせに

情報の入手、
共有、発信に

ACTは香川大学が全学で活動情報を共有できる場を創出します



ACTを通じて

他学部との交流

生きた情報交換自己アピール

地域との交流

ACTを利用することで教員間で活動情報を共有できます



既存のプロジェクト

共同研究グループ研究者

地域連携活動

ACTから生まれる効果

ACTが情報を共有化するネットワークを創出します

情報発信

メンバー



新事業

テーマ
設定

文理
融合

農商工
連携

地域
連携 学内組織とのタイアップ

大学の使命の一つとして評価

ACTの目標

メンバーへの後方支援

社会連携・知的財産センターは

学外への見える化

地域連携・研究活動
の活性化

ACTは地域連携を活性化する核として機能することを目指します

を推進していきます

地域との連携
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